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開会 午前９時５５分

──────────────────────────────────

◎開会宣告

○議長（渡 政 君） ただいまから、平成２４年第２回別海町議会臨時会を開会いたし

ます。

ただいま出席している議員は、１７名であります。定足数に達しておりますので、直ち

に本日の会議を開きます。

なお、欠席議員は、１１番丹羽議員でございます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

──────────────────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（渡 政 君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定により、議長において指名いたします。

１５番中村議員、１６番佐藤議員、１７番安田議員、以上３名を指名いたします。

──────────────────────────────────

◎日程第２ 会期決定の件

○議長（渡 政 君） 日程第２ 会期決定の件を議題といたします。

お諮りします。

この臨時会の会期は、本日１日といたしたいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（渡 政 君） 異議なしと認めます。

したがって、会期は本日１日と決定いたしました。

──────────────────────────────────

◎日程第３ 町長あいさつ及び提出案件の概要説明

○議長（渡 政 君） 日程第３ 町長からあいさつ及び提出案件の概要について説明が

あります。

町長。

○町長（水沼 猛君） 本日、本年第２回の臨時会を招集させていただきました。議員各

位におかれましては、時節柄何かと御多用のところでございますが、御出席をいただきま

してまことにありがとうございます。

早速でございますが、本臨時会に提出をさせていただきました議案の概要について御説

明を申し上げます。

提出させていただいた案件につきましては、議案第４２号から議案第４４号までの３件

でございます。

議案第４２号につきましては、別海町町税条例の一部を改正する条例の制定についてで

ございます。地方税法の一部を改正する法律等が公布されたことに伴い、町民税の申告の

一部簡素化、また、固定資産税の特例措置の見直し、そして東日本大震災に係る財産譲与

期限の延長特例を適用するよう、町税条例の一部を改正しようとするものでございます。

議案第４３号は、別海町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についてでご

ざいまして、こちらも地方税法の一部を改正する法律、これの公布に伴いまして、東日本

大震災に係る財産譲渡期限の延長特例を適用するよう、本条例の一部を改正するものでご

ざいます。
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議案第４４号につきましては、和解及び損害賠償額の決定についてでございます。本議

案につきましては、本年の２月２３日に釧路市において発生をした本町スクールバスによ

る物損事故について、町の損害賠償責任を認め、被害者と和解をし、損害賠償額を決定す

るために議会の議決を求めるものでございます。

以上、３件の議案を提出させていただきましたが、本臨時会におきまして御審議の上、

御決定を賜りますようお願いを申し上げ、議案の概要説明とさせていただきます。どうぞ

よろしくお願いを申し上げます。

○議長（渡 政 君） ここで、お諮りします。

本臨時会に提出されております日程第４ 議案第４２号から日程第６ 議案第４４号ま

での３件については、会議規則第３９条第３項の規定に基づき、委員会の付託は省略いた

したいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（渡 政 君） 異議なしと認めます。

したがって、日程第４ 議案第４２号から日程第６ 議案第４４号までの３件について

は、委員会の付託は省略することに決定いたしました。

──────────────────────────────────

◎日程第４ 議案第４２号

○議長（渡 政 君） 日程第４ 議案第４２号別海町町税条例の一部を改正する条例の

制定についてを議題といたします。

内容について説明を求めます。

税務課長。

○税務課長（宮越正人君） 上程になりました議案第４２号別海町町税条例の一部を改正

する条例の制定について御説明を申し上げます。

本案は、昨年１２月３０日に公布されました地方税法の一部を改正する法律（法律第１

２０号）における東日本大震災の復興支援関連項目と、本年３月３１日に公布されました

国の平成２４年度税制改正によります地方税法及び国有資産等所在市町村交付金法の一部

を改正する法律（法律第１７号）に基づく改正となっております。

国の平成２４年度税制大綱におきましては、新成長戦略の実現並びに税制の公平性の確

保及び課税の適正化の観点から、特に喫緊の課題に対応するため、土地に係る固定資産税

について、住宅用地に係る据え置き特例を廃止しつつ、平成２４年度の評価がえに伴う税

負担の調整を行うほか、税負担軽減措置等の整理合理化措置が講じられたことから、関連

する項目について町税条例等の改正並びに条文の整理を行うものでございます。

議案書では、１ページから６ページまでとなります。改正条文の朗読は省略させていた

だき、お手元に配付しております議案資料により説明を申し上げたいと思います。

なお、説明資料には、それぞれの条項の改正要旨と改正条文の要約として、左から順

に、改正項目、改正条項、改正内容等を記載しておりますが、２ページ目と３ページ目の

要約部分は条文条項の整理でございますので説明を割愛させていただき、１ページ目にあ

ります町税条例の改正要旨により御説明申し上げますので、御理解を賜りたいと存じま

す。

それでは、議案資料の１ページをごらんいただきたいと思います。別海町町税条例の一

部を改正する条例でございます。

改正項目は、大きく４点でございまして、まず、表の番号１番となります。
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町民税の申告についてであります。新旧対照表では４ページの上段となります。

条例第３６条の２の改正でありますが、これまで年金所得以外の所得を有しなかった者

で寡婦控除を受けようとする場合は、地方税法第３１７条の２の規定により、個人町民税

の申告が必要でございましたけれども、年金保険者に提出する扶養親族等申告書でその適

用の有無を確認することが可能となったことから、その報告を受ける各自治体では手続の

簡素化を図るとした観点から、賦課控除に係る申告書の提出を不要とするものでございま

す。

なお、この改正は、平成２６年度分の個人町民税から適用するものでございます。

次に、２番目でございますが、固定資産税の課税標準の特例措置についてであります。

新旧対照表は５ページの中段となります。

附則第１０条の２の追加と第２項の追加でありますが、平成２４年度税制改正大綱にお

きまして地方税の充実を図るため、その特例措置について、これまで国が一律に定めてい

た内容の一部を自治体が減税幅や実施期間などを条例で決定し、地域の実態に伴った政策

づくりを促す仕組みとして、地域決定型地方税制特例措置を導入することとされました。

今回の改正においては、２件の特例措置について導入されたところでありますが、これ

ら２件の対象となる固定資産税の特例措置は、当町において該当事例がないことからこれ

まで同様、地方税制で示す参酌基準に基づき、町税条例の整備を行うものでございます。

まず１点目でございますが、下水の中の有害物質を除去する公害防止用の下水道の除外

施設。これに適応する下水道除外施設に係る課税標準の特例でございます。課税標準に乗

じる特例割合を参酌基準である改正前同様の４分の３として３年間を継続するものでござ

います。

２点目は、都市部の指定された河川の流域における特定都市河川浸水被害対策法に規定

する雨水貯留浸透施設に係る課税標準の特例でございます。これら特定河川は道内にはご

ざいません。しかし、標準条例にリンクさせることに加え、関連条項が公布される可能性

もあることから、これを追加するものとしたものでございます。

なお、本特例の割合も、参酌基準である改正前同様の３分の２として３年間継続するも

のとしております。

次に、３番目は、宅地等に対して課する固定資産税の特例及び経過措置についてでござ

います。新旧対照表は７ページの中段と、１２ページの下段から１４ページまでとなりま

す。この経過措置の見直しの一部が、本町を含む各自治体の平成２４年度課税に影響する

ものでございます。

本年度は、固定資産税の評価がえの年であり、また、バブル期の地価高騰に対応して導

入された特例等の合理性を見直す必要があることなどの観点から、今回、特例措置の見直

しが行われております。

附則第１２条の改正と改正附則第３条の規定でございます。土地に係る固定資産税の負

担調整措置は、原則として現行の仕組みが３年延長となりますが、この負担調整措置のう

ち、住宅用地に係る据え置き特例が経過的な措置を講じた上、２６年度に廃止となるもの

でございます。

経過措置といたしましては、負担水準の引き上げで現行の８０％を９０％とし、負担水

準が９０％以上の住宅用地は前年度課税標準額を据え置きます。負担水準が９０％未満の

住宅用地は、前年度課税標準額に本則課税標準額の５％を加え、算出額が９０％を上回る

場合は９０％相当額を上限額とするものでございます。
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この改正は、平成２４年度から適用し、その据え置き期間を２４年度より２５年度に適

応するものとしております。

なお、負担水準が引き上げとなります８０％以上９０％未満の宅地を有する該当戸数で

ございますが、本町で６３０戸程度になります。また、筆数で申し上げますと１,１８７

筆ということになります。

続いて４番目でございます。東日本大震災に係る被災居住用財産の敷地に係る譲渡期限

の延長の特例についてでございます。新旧対照表は、１０ページの中段からとなります。

附則第２１条の２の追加でございますが、昨年発生いたしました東日本大震災に関する

復興支援税制として、被災居住用財産の敷地に係る譲渡につき、その譲渡期限を現行の３

年から７年に延長して譲渡所得の課税の特例等を適用するものでございます。なお、現

在、本町には被災各県の居住者はおりませんが、震災から１年数ヶ月を経過した現在にお

いても、被災者の居住と生活の安定が図られない状況をかんがみ、今後において被災者が

全国各自治体へ移住することも想定されるとの観点から、これを追加するものでございま

す。

本条は、平成２４年度から適用するものでございます。また、この特例につきまして

は、国民健康保険税にも適用されることから、後ほど別海町国民健康保険税条例の一部を

改正する条例の制定についての提案の際にも御説明をいたします。

次に、２ページと３ページの改正条文の要約でございますが、先ほど前段でお願いをい

たしましたとおり条項等の整理でございますので、これを割愛して、議案第４２号別海町

町税条例の一部を改正する条例の制定について、提案理由の説明にかえさせていただきま

す。

以上でございます。

○議長（渡 政 君） 議案第４２号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。質疑に入ります。

（「なし」の声あり）

○議長（渡 政 君） 質疑を終わります。

これから、討論に入ります。討論ございますか。

（「なし」の声あり）

○議長（渡 政 君） ないようですので、討論を終わります。

これから、採決いたします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（渡 政 君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第４２号は原案のとおり可決されました。

──────────────────────────────────

◎日程第５ 議案第４３号

○議長（渡 政 君） 次に、日程第５ 議案第４３号別海町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例の制定についてを議題といたします。

内容について説明を求めます。

税務課長。

○税務課長（宮越正人君） 議案第４３号別海町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例の制定について御説明を申し上げます。
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改正内容につきましては、さきに上程になりました別海町町税条例の改正同様、昨年３

月に発生いたしました東日本大震災に係る復興支援税制として、被災居住用財産の敷地に

係る譲渡所得について、その敷地の譲渡期限を現行の３年から７年、平成３０年までとな

りますが、譲渡所得の課税の特例等を適用しようとするものでございます。

なお、本案は、昨年１２月１４日に公布されました地方税法の一部を改正する法律に基

づき、関連する条例の整備を行うものとなります。

内容の説明につきましては、議案の朗読をもってかえさせていただきます。議案書の７

ページをごらんいただきたいと思います。

別海町国民健康保険税条例の一部を改正する条例でございます。

別海町国民健康保険税条例（昭和３５年条例第１９号）の一部を次のように改正する。

附則に次の１項を加える。

（東日本大震災に係る被災居住用財産の敷地に係る譲渡期限の延長の特例）。

１６、世帯主又はその世帯に属する国民健康保険の被保険者若しくは特定同一世帯所属

者が法附則第４４条の２第３項の規定の適用を受ける場合における附則第４項（附則第５

項において準用する場合を含む。）の規定の適用については、附則第４項中「第３６条」

とあるのは「第３６条（東日本大震災の被災者等に係る国税関係法律の臨時特例に関する

法律（平成２３年法律第２９号）第１１条の６第１項の規定により適用される場合を含

む。）」と、「同法」とあるのは「租税特別措置法」とする。

附則といたしまして、この条例は公布の日から施行し、平成２４年４月１日から適用す

るものでございます。

以上、別海町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について、提案理由の説

明にかえさせていただきます。

以上でございます。

○議長（渡 政 君） 議案第４３号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。質疑に入ります。

（「なし」の声あり）

○議長（渡 政 君） 質疑を終わります。

これから、討論に入ります。ございますか。

（「なし」の声あり）

○議長（渡 政 君） ないようですので、討論を終わります。

これから、採決いたします。

本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（渡 政 君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第４３号は原案のとおり可決されました。

──────────────────────────────────

◎日程第６ 議案第４４号

○議長（渡 政 君） 次に、日程第６ 議案第４４号和解及び損害賠償額の決定につい

てを議題といたします。

内容について説明を求めます。

教育部次長。

○教育部次長（藤原繁光君） 議案第４４号和解及び損害賠償額の決定についての内容を
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御説明申し上げます。

議案の９ページをお開きください。

本件は、釧路市に所在するＮＨＫ釧路放送局駐車場内で発生した車両事故について、和

解と損害賠償額を定めるため、地方自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定に

より議会の議決を求めるものでございます。

議案の１０ページをお開きください。本件について御説明申し上げます。

今年２月２３日、上風連小学校社会施設見学のため、スクールバスひとみ１６号を委託

運行管理業者担当員の運転で、ＮＨＫ釧路放送局に到着、引率児童を下車させ、同日、午

前１０時３０分ころ指定場所に駐車させるため後退させた際、内輪差を見誤り、駐車して

いる釧路市個人の普通乗用自動車に接触、スクールバス左側後部と相手車右側前部バン

パー等を損傷したものでございます。

この事故に伴います損害賠償に関し、当事者間で和解を成立させ損害賠償額を決定する

ものでございます。

なお、所定場所に駐車する車両への接触事故でございますので、過失度合いは１００％

となっております。

和解内容といたしまして、１、当事者、甲、釧路市個人、乙、別海町長水沼猛。

２、和解条件。

（１）甲は、本件事故により、車両損害料で金１３万６,０５９円の損害を被った。

（２）乙は、上記損害額について甲に対し賠償する義務があることを認め、金１３万

６,０５９円を支払う。

（３）以上のほか、本件事故に関し、甲と乙の間には何らの債権債務がないことを確認

する。

委託運行管理業者につきましては、今後より一層の安全確認と安全運転指導の徹底を図

り、事故防止、事故抑止に努められるよう申し入れたところでございます。

以上です。

○議長（渡 政 君） 議案第４４号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。質疑に入ります。

（「なし」の声あり）

○議長（渡 政 君） ないようですので、質疑を終わります。

これから、討論に入ります。

（「なし」の声あり）

○議長（渡 政 君） 討論を終わります。

これから、採決採をいたします。

本案を原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（渡 政 君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第４４号は原案のとおり可決されました。

──────────────────────────────────

◎閉会宣告

○議長（渡 政 君） 以上をもって、本臨時会に付議された案件はすべて終了いたしま

した。

会議を閉じます。
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平成２４年第２回別海町議会臨時会を閉会いたします。

閉会 午前１０時２０分

──────────────────────────────────

◎町長あいさつ

○議長（渡 政 君） 町長あいさつ。

○町長（水沼 猛君） 閉会に当たりまして、一言ごあいさつを申し上げます。

まず、本臨時会に提案をいたしました議案３件につきまして、速やかに御審議をいただ

きまして御決定を賜りました。厚く御礼を申し上げます。

この春でございますが、土壌凍結の解けるのが平年より遅くということで、連休以降も

天候が不順なことから、牧草の生育状況も心配をされたところでありましたが、５月１５

日現在の生育状況調査におきましては、どうにか平年値以上の生育を保っているというこ

とで安心をいたしているところでございます。

私から２点ほど報告をさせていただきます。

まず１点目ですが、３月３１日に町内で発生をいたしました家畜ふん尿の河川への流

出、これに係る件についてでございますが、漁協からの報告によりますと、町及び農協の

早急な対応によりまして、稚魚のへい死もなく順調に稚魚放流しているとお聞きをいたし

ております。町といたしましても、まずは一安心をいたしているところでございます。

しかしながら、現在、ふん尿の散布時期となっておりますことから、草地から河川への

流入等がないよう喚起することはもちろんでございますが、早急に家畜ふん尿処理等に対

する抜本的な対策を構築する必要があるものと考えております。

対策の中には早期に実施できるものと、中長期的に進めていかなければならないものと

がございますが、早期に実施することといたしましては、家畜排泄物管理の適正化及び利

用の促進に関する法律に基づきまして、農家ごとの家畜飼養頭数とふん尿処理施設の容量

の確認等を再度実施することが考えられます。

また、毎年おおむね１１月から４月ころまでの期間に各農家を巡回し、ふん尿と処理施

設の状況を調査する監視員制度を設けまして、施設に対する容量オーバー等が予想される

場合の対応などについて、関係機関及び各農協と対策がとれるよう協議検討を進めており

ますので、議員各位の御理解と御協力のほどよろしくお願いを申し上げます。

２点目でございますが、沖縄県道１０４号線越え実弾射撃訓練、これの矢臼別演習場に

おける分散実施についてでございます。本件につきましては、去る５月１１日付で北海道

防衛局長より通知があったところでございます。訓練の規模につきましては、部隊は１個

砲兵大隊で、支援部隊を含む人員は約４３０名、車両は約１００両、期間は平成２４年６

月上旬から７月上旬までの間で、実弾射撃訓練は６月１３日から６月２５日までのうちの

１０日間でございます。砲種及び砲数につきましては、１５５ミリ榴弾砲１２門、射撃時

間は８時３０分から２２時までの間で、１６時３０分から１９時までの間は除くという内

容でございます。この内容につきましては、町のホームページに掲載するとともに、各町

内会に御協力をいただき、各戸にお知らせを配布させていただいたところでございます。

また、この通知とは別に、この分散実施に使用する装備の輸送が、花咲港と矢臼別演習

場間で６月８日に行われるとの情報が３日前、５月２２日に入りました。こちらにつきま

しても、６月の広報紙にあわせて通知文を配布する予定で準備をいたしているところでご

ざいます。

さらに、一昨日の５月２３日でございますが、矢臼別演習場に係る周辺４町村と北海道
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で構成をしております矢臼別演習場関係機関連絡会議といたしまして、北海道防衛局に対

し訓練の拡大や固定化がされないことなど、５項目について要請をいたしております。特

に、平成２２年の訓練の際には５回の野火が発生し、住民の皆様に不安を感じさせたこと

から、事前の安全対策について強く要望をしたところでございます。

この要請に対し、北海道防衛局からは、事前の防火措置や万一の発生に備えた対応策な

どについて取り組んでいることや、速やかな情報提供を行う旨の回答を得ております。

今後、北海道防衛局では、矢臼別演習場における訓練の安全かつ円滑な実施を図るた

め、演習場内に米海兵隊実弾射撃訓練現地対策本部を設置する予定となっております。

町といたしましても、平成９年８月２８日に設置いたしました別海矢臼別演習場等に関

する庁内連絡会議設置要綱に基づきまして、演習等の実施に関し、関係機関との連絡調整

を行い、町民の皆さんの生活の安全と福祉の向上を図っていくことといたしております。

いずれにいたしましても、本町としましては関係機関と連携の上、円滑な演習の実施に

協力していくこととしておりますので、御理解をいただきたいと存じます。

報告については以上でございます。

次に、今後の日程についてでございますが、本年第２回の定例会開催を６月１９日にお

願いをしたいと考えております。議員の皆様におかれましては時節柄お忙しい時期ではあ

ると存じますが、日程の調整をいただき、御参集いただきますようよろしくお願いを申し

上げます。

以上で、閉会に当たってのごあいさつとさせていただきます。

本日は、まことにありがとうございました。

○議長（渡 政 君） それでは、以上で終了とします。管理職、議員の皆様ありがとう

ございました。



─ 11 ─

上記は、地方自治法第１２３条の規定により会議の次第を記載したものであ

る。

平成 年 月 日

署 名 者

別海町議会議長

議 員

議 員

議 員


